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住まいるニュースでは、暮らしに役立つ話題をご紹介！

今回は、快適にプライバシーを保つための住まいのアイディアをご紹介します。

近隣トラブルにあったときの主な相談先

平成24年度けいしちょう安全安心モニター第3回アンケート
「身近な犯罪の防止と規範意識の向上について」

n=415

家づくりで
解決

　ウォークインクローゼットとは、衣類の収納に特化した部屋の

こと。着替えを見せずに済む、衣類や小物の整理整頓がしや

すいなどのメリットがあります。ポイントは、直射日光が入らな

いことと、「FPの家」のように十分な断熱性能があれば、結露の

心配がないこと。また、着替え前後に家の中をウロウロしない

よう、寝室に隣接させるなど、動線を考慮しましょう。

　部屋と部屋の間に設ける「ウォークスルークローゼット」という

方法もあります。通り抜け動線となることで、家事が効率化でき

るほか、部屋同士の緩衝帯となることで、程よい距離感を演出

することもできます。

ウォークインクローゼット

今月のテーマ

　風水と切っても切れない存在が観葉植物。邪気を

吸収し、気の流れを整える重要な存在です。

　観葉植物は葉の形によって効果が変わるため、目

的別に選ぶと吉。リビングや寝室などには、先が丸

い葉の植物を。穏やかな雰囲気、リラックスした空間

が生まれます。勉強部屋や書斎では、葉先のとがっ

たものを。集中力、仕事運がアップするほか、邪気を

払うという意味もあります。

　葉の向きもポイント。上に向かうものは「陽」の気を

意味し、活力アップに有効です。下に垂れ下がるもの

は「陰」の気を意味し、精神を落ち着かせる効果が期

待できると言われています。

おうちで気軽に始めよう 風 水 観葉植物のはたらき

今月のテーマ

特　集

　放っておくと気にな

る靴のニオイ。10円

玉を一晩靴底に置い

ておくと、銅の殺菌

効果で消臭すること

ができます。また、乾

かした靴を食品保存用袋に入れ、冷凍庫で一晩

冷やすという方法も。悪臭の原因となるバクテリ

アを死滅させ、翌朝にはスッキリした靴で外出す

ることができますよ。

靴のニオイを身近なモノで消臭

暮らしの
聞いて納得！

今月のアイデア

人の出入りが多くて汚れやすい玄関。

上手に掃除をするコツを教えてください！

玄関の上手な掃除の仕方は？Q.

Dr.

A. タタキはホコリと砂を掃いてから、濡らした

新聞紙をちぎって撒き、さらにホウキで掃

きます。拭き掃除は厚めの布で一番最後に。汚れ

が気になる下駄箱の掃除は、靴を全部出してから

ホコリと砂を掃き出し、エタノールを含ませた布で

拭き掃除。その後は十分換気をしておきましょう。

我が家のお悩み診断

今月のご相談

家 づくりの

納 得 ノート

なるほど！

の住 いま
ーシバイラプ

　ご近所とのトラブルの相談相手は、どんな人が多いので

しょうか。家族や親族と答える人が最も多い一方、相談せ

ずに抱え込んでしまう人も少なくないようです。トラブルは、

あらかじめ気軽に相談できる相手がいると心強いもの。身

近で困っている人がいたら、声をかけることも大切です。

ご近所トラブルの相談相手は？

今月のテーマ
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家族や親族　20.2%
相談しないで我慢　17.3%
相談しないで相手方と直接話し合い　12.3%
相手方以外の近隣者　10.1%

区市町村などの専門相談窓口　6.7%
友人や知人　6.7%
警察の相談窓口　6.3%

弁護士による法律相談窓口　4.1%
司法書士や行政書士等の公的資格者　0.5%
裁判所の調停担当者　0.2%
その他　15.4%

　土地の狭さとプライバシーの確保は日本

の住宅の大問題。生活が丸見えでは、せっ

かくの新居もくつろぐことができません。かと

いって、住まいを息苦しい空間にはしたくな

いもの。今回は、豊かなプライベートの空間

をつくるヒントをご紹介します。

●建てる前に考えておきたい、

　住まいのプライバシー

　集合住宅に比べて独立性の高い戸建て

住宅。ただし、家の建ち方によっては、干し

てある洗濯物や布団が見られてしまう、部

屋のカーテンが開けられないなど、密集し

た住宅地での悩みが多いようです。生活が

見えてしまうことがご近所の噂話の種に

なったり、家の外が気になり一日中落ち着

かないというケースも。せっかくの家づくりで

は、のびのびリラックスできる環境を手にし

たいもの。周辺環境を十分把握し、計画段

階からしっかりと考えておきたいものです。

　家づくりで大切なことは、環境との関係を

絶ってしまうことではなく、適切な距離感、快

適なつながり方をデザインするということ。

住まいづくりのプロが力を発揮する、腕の見

せどころです。

●「閉じつつ開く」工夫で

　外とのつながり方を調節する

　かつてブロック塀を設ける住宅も多く見ら

れましたが、重苦しく感じられたり、塀の内

側が見えにくく防犯上の問題がありました。

プライバシーを考慮した計画のポイントは、

「閉じつつ開く」こと。様々な手法で、家の外

とのつながりを調節することが可能です。

　例えば、ルーバーフェンス。羽板と呼ばれ

る細長い板を隙間を開けて平行に組んだも

ので、風や気配は通しながら、角度や間隔

によって、隣家や道路などからの見え隠れ

を制御できます。また、半透明の素材でフェ

ンスを設ける方法も。やわらかい光や人影

を感じながら、家族の穏やかなプライベート

の時間と空間を守ることができます。

●プランニングの工夫で

　光や風、視線を調節する

　自然光を取り入れる方法としては、ハイサ

イドライトが有効。窓を高い位置に設けるこ

とで、地上の要素を遮りながら光を取り入

れ、心地よい景色を切り取ります。中庭、坪

庭を設けるのもひとつ。日光や風・雨など自

然を感じ、ぐっと豊かな空間が広がります。

　また、床面の高さをずらす「スキップフロ

ア」を採用する方法も。床が地上から半階

違うだけで、通行人と視線が交わらなくな

り、物理的な仕切りを用いずに感覚的な距

離をもたせることもできるのです。

　プライバシーの確保の仕方は、家の建つ

条件によって様々。土地に精通したプロと

話し合い、最適な方法を探ってみてはいか

がでしょうか。


